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Peter Li）によって英訳・編集され、論文集 Japanese War Crimes: The Search 





































































































たEducation in Japan についても研究した。同書はアメリカ宣教師林楽知（Allen 














































































































2015年 2月 27日–3月 28日には、国際日本文化研究センターの来訪研究
員として、郭南燕准教授主催の共同研究「キリシタン文学の継承」に参加し
た。「宣教師のアジア言語習得に貢献した華僑」をテーマに、1カ月という短い
期間、インドネシアの華僑郭成章が、メドハースト（Walter Henry Medhurst, 






































































た。ポルトガル人沢野忠庵（フェレイラ Christovao Ferreira, 1580–1652）は天
文学の他、医術にも長け、長崎人豊田順庵に医学を教授した。豊田はそれだけ
に満足せず、マカオに赴き医学を勉強し、帰国後日本で名を馳せた。マカオで
は 1580年に教会が教育センターとなり、1594年には中国史上初の洋式大学「聖
保禄学院」が創立された（1762年閉鎖）。ヨーロッパから日本に赴く宣教師は
ここで日本語を学び、日本人はカトリック教研究のためにここでラテン語を学
ぶ、「東方のバチカン」となっていた。したがって、
「日欧文化交流におけるマカオの位置と役割」と
いう論文を書く予定だ。（マカオの中国返還に伴っ
て、中西文化交流におけるマカオの役割に関する
研究は増えた。しかし、日欧文化交流におけるマ
カオの役割は中西文化交流に劣らないものの、研
究自体はまだ少ない。）
以上、四つの課題を通して、16世紀以来の東
西文化交流の盛況を垣間見、日本と西洋の相互認
識を深め、東西文化交流の特徴を見出すことがで
きるだろう。そのような文脈の中でシーボルトに
関する研究を深めれば、中国人研究者にとっては、
日本史、中日関係史、中欧文化交流史に新しい境
地を開くことができると信じている。
（翻訳：陳凌虹）
趙建民著『晴雨耕耘録—日本和
東亜研究交流文集』
上海人民出版社、2014 年
